











統領が一般教書演説で『The 3D Printing that has the 




























表 1 3D プリンターの諸元 





表 2 iPad 装着型 3D スキャナーの諸元 
視野角 水平：45°／ 垂直：58° 
スキャンエリア 最小 0.2m x 0.2m x 0.2m 最大 3m x 3m x 3m 
分解能 
（距離 0.5m） 
X 軸/Y 軸方向 0.9mm 
Z 軸方向 1mm 
美術/考古学 





表 3 今回の造形物 
医療教育 











ミロのヴィーナス（約 1/4 サイズ） 
サモトラケのニケ（約 1/5 サイズ） 
 骨格模型や臓器模型を縮小した理由は造形可能サイズ
の制約や造形時間を短縮するためである。造形時間はほぼ












データを PC 画面に 3D 描画して学習に供することも可能
であるが、物体を手で持つことができるという点で優ると
考える。他方、今回使用した素材は 1kg 当たり 4000 円前







回使用したプリンターは素材に PLA 樹脂や ABS 樹脂を
使う FDM 方式であるが、1/1 頭蓋骨で約 13 時間、ミロ
のヴィーナスで約 40 時間を要した。現状では学生の目の
前で造形の開始から終了までを実行することは不可能で
あり、今後の技術発展に期待したい。 
 
【結論】3D プリンターの教育利用は始まったばかりであ
るが、モノ作り教育だけでなく、視覚や触覚に訴えた方が
理解しやすい事項については3Dプリンターで作成した教
材は効果的であるという示唆を得た。 
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